
現況１階・２階平面図

仕　上　表

Ｎｏ 図　　面　　名　　称 縮　尺 Ｎｏ 図　　面　　名　　称 縮　尺 Ｎｏ 図　　面　　名　　称 縮　尺Ｎｏ 図　　面　　名　　称

解体工事特記仕様書（１）

解体工事特記仕様書（２）

縮　尺

仮設計画図 ・解体撤去後計画図

non

現況立面図・現況断面図

矩　計　図

断面詳細図（１）

断面詳細図（２）

各部詳細図

雑詳細図

階段平面詳細図

階段断面詳細図

１階平面詳細図

２階平面詳細図

展開図（１）

展開図（２）

展開図（３）

展開図（４）

展開図（５）

展開図（６）

展開図（７）

展開図（８）

１階床伏図

１階・２階天井伏図

家具リスト（１）

家具リスト（２）

建具符号図　建具表

建具表（１）

建具表（２）

建具表（３）

外構構造物撤去平面図

外構詳細図

基礎伏図

基礎リスト・地中梁リスト

２階梁伏図・Ｒ階梁伏図

部材リスト表

大梁継手リスト

軸組図（１）

軸組図（２）

鉄骨架構詳細図

電気設備解体工事特記仕様書

電気設備工事　幹線設備

電気設備工事　盤結線・参考姿図

電気設備工事　配置図・凡例

電気設備工事　照明器具参考姿図

電気設備工事　電灯設備

電気設備工事　コンセント設備

電気設備工事　弱電設備

機械設備工事特記仕様書

仕　上　表

機　器　表

器　具　表

給排水衛生設備　１階平面詳細図

給排水衛生設備　２階平面詳細図

空調換気設備　１階平面詳細図

空調換気設備　２階平面詳細図

機器・器具表（改修部分）

給排水設備　１・２階平面図（改修部分）

空調換気設備　２階平面図

敷地求積図・建物面積図

Ａ'－01

Ａ'－02

Ａ'－03

Ａ'－04

Ａ'－05

Ａ'－06

Ａ'－07

Ａ'－08

Ａ'－09

Ａ'－10

Ａ'－11

Ａ'－12

Ａ'－13

Ａ'－14

Ａ'－15

Ａ'－16

Ａ'－17

Ａ'－18

Ａ'－19

Ａ'－20

Ａ'－21

Ａ'－22

Ａ'－23

Ａ'－24

Ａ'－25

Ａ'－26

Ａ'－27

Ａ'－28

Ａ'－29

Ａ'－30

Ａ'－31

Ａ'－32

Ａ'－33

Ａ'－34

Ａ'－35

※縮尺はＡ１サイズで印刷した場合のもの

Ｓ'－01

Ｓ'－02

Ｓ'－03

Ｓ'－04

Ｓ'－05

Ｓ'－06

Ｓ'－07

Ｓ'－08

Ｅ'－01

Ｅ'－02

Ｅ'－03

Ｅ'－04

Ｅ'－05

Ｅ'－06

Ｅ'－07

Ｅ'－08

Ｗ'－01

Ｗ'－02

Ｗ'－03

Ｗ'－04

Ｗ'－05

Ｗ'－06

Ｗ'－07

Ｗ'－08

Ｗ'－09

Ｗ'－10

Ｗ'－11

図　面　項　目

non

non

1：150

1：150

1：100

1：100

1：100

1：100

1：100

1：100

1：100
1：200

1：5　1：10

1：100

1：100

1：100

1：100

non

non

1：100

1：100

1：100

1：100

1：100

1：100

non

1：200

non

non

non

non

1： 20

1： 20

1： 20

1：5　1：10
1： 20

1： 20

1： 30

1： 20

1： 50

1： 50

1： 50

1： 50

1： 50

1： 50

1： 50

1： 50

1： 50

1： 50

1： 20

1： 20
1： 30

1： 50

1： 50

1： 50

1： 50

1： 20
1： 30

1： 30

1： 20

1： 30

1： 50

1： 50

1： 50

1： 50

1： 50

1： 50

姿見山送水ポンプ室築造工事設計図

（解体工事）

現況配置図



年　度

路 線 名

河 川 名

工事名

縮　尺

名　称

図　面

図面番号

建築物解体工事特記仕様書
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３２

２

一

般

共

通

事

項

７
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９

１５

１６

１７

１８

１９

２０

２１

１０

８

２２

工　事　名　称 ：

工　事　場　所 ：

用　途　規　制 ： 第１種低層住専・ ・ 第２種低層住専 ・ 第１種中高層住専 ・ 第２種中高層住専

・ 第１種住居

・ 工業 工業専用・準工業・

防　火　規　制 ： 防火地域 準防火地域 法２２条指定区域 指定なし・ ・ ・ ・

その他規制 ： ・ ・ ・風致地区 自然公園 宅造規制区域

工事期間・限 ：

・ 市街化区域 ・ 市街化調整区域

敷地面積：

契約書による。

第２種住居・ ・ 準住居 近隣商業・ ・ 商業 ・ 指定なし

改修区分 ： ・無人改修（新営）・ 執務並行改修

工　事　種　目 床　面　積

合計

備考
（㎡）

概要説明

１

２ 特 記 仕 様 １．項目は番号に ○ 印の付いたものを適用する。

印と　　印のある場合は共に適用する。

３．特記事項に記載の（　）内表示記号は共仕の該当項目、当該表、当該図を表す。

２．特記事項は　　印の付いたものを適用する。

図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「建築物解体工事共通仕
様書・同解説平成２４年度版」（以下、「共仕」という。）による。

別途工事

・

・ 印のない場合は ※ 印のあるものを適用する。

・ ※

特　　記　　事　　項

（１・７・１～１・７・３）

・高温多湿な作業場所での作業中は注意し、また頻繁に巡視を行うこと。

・無理な作業は控え、健康状態にも十分配慮すること。

・スポーツドリンク等の塩分を含む飲み物を摂取し、休憩をとるなど適切な対策を講じること。

工事施工途中において、適宜中間技術検査を実施する。

・現場代理人は他の工事と重複して従事することは出来ない。なお、工事準備等の行

　為を含め工事現場が不稼働であることが明確である期間については常駐の必要はな

　いが、現場のパトロールの実施と緊急時には速やかに対応できる体制を確保しなけ

　ればならない。

・現場代理人と受注者との直接的な雇用関係を確認できるもの（健康保険証等の写し）　

　を現場代理人・主任技術者等届に添付して提出しなければならない。また、変更が

　生じた場合は速やかに現場代理人・主任技術者等変更届を提出し、同様の確認を受

　けなければならない。

・現場代理人と主任技術者または監理技術者は、設計図書に定めのある場合を除き、

　これを兼ねることができる。

・官公需適格組合にあっては、組合員を現場代理人に選任することができる。

・現場代理人は現場責任者の立場を明確にするため、現場代理人と明示した腕章を着用

　のこと。

　資格を有する者から選任のこと。

着工前

工事中

完成時

サービス版

サービス版

分類・規格 撮影箇所

定期提出 サービス版

備　考部数

３

１

２

１ 状況によりつなぎ写真

必要に応じ撮影する

完了届提出用

主として全景

工事月報用

区分

サービス版

１

竣工写真

竣工写真については、銀版写真の場合はネガ、デジタル写真の場合はファイル形式：ＪＰＥＧ

工事監理写真はカラーとし、その内容が明確に判別できるものとする。デジタル写真

とする場合、使用するデジタルカメラの総画素数は２００万画素以上、記録画素数は

６４０×４８０画素以上とする。

※ ・

・ ５ ・ ９ ・ ３０

・ ５ ・ ９ ・ １２

※ ３ ・ ６ ・ ９

・ ３ ・ ５ ・ ７

とＣＤ－ＲＯＭにて提出すること。

１．受注者は、暴力団員等（暴力団の構成員および暴力団員関係者、その他組合発注工事等に対

　　して不当な介入を行うすべての者）による不当介入（不当な要求または、業務の妨害）を　

　　受けた場合においては、断固としてこれを拒否するとともに、不当介入があった時点で速　

　　やかに所轄警察署に通報を行うとともに、捜査上必要な協力を行うものとする。 

２．受注者は、前記により通報を行った場合には、速やかにその内容を記載した通報書 

　　（別記様式）により所轄警察署に届け出るとともに、監督員等に報告するものとする。 

　　また、受注者は、以上のことについて、下受注者に対して十分に指導を行うものとする。 

（事業者向け-産業・ビジネス－入札・契約－ 
　　規則等－建設工事等における不当介入に対する通報・連絡制度を導入しました。） 

　　に掲載に準ずる。） 

完成図は図示による敷地形状の確認を行う他、高低差の測量行いその数値を解体整地完

成図に記載し、縮小Ａ３サイズで白焼を３部提出する。体裁詳細は監督

員の指示により作成し、その他の提出物はＣＡＤデーターを保管したＣＤ-ＲＯＭを２枚

提出する。ＣＡＤ形式はＡｕｔｏＣＡＤ-ＬＴ最新版形式またはＪＷＷ最新版及びＰＤＦ

とし、レイヤ構成その他詳細は監督員の指示による。

各工事毎

（１・１・１）

標仕により完全に施工する。

上記相互間に相違ある場合の優先順位は、記載の順序とする。

サービス版 キャビネット版

※　工事車両の出入りについては、速度制限を厳守し危険防止に努めること。また、必要に

応じて交通整備員を配置するととに、近隣家屋に騒音、振動等公害発生のなきよう留意し、

工事全般に万全の対策を講ずること。また、担当課と協議を行い支障なきよう務めること。

別添仮設計画図、配置図等により示された仮設計画を参考に、受注者にて構造、施工方法に

ついても十分検討の上、関係法令に従い安全堅固に設置するものとする。

受注者は、所轄警察署・道路管理者・河川管理者・労働基準監督署等の関係者及び関係機

関と緊密な連絡を取り、工事中の安全を確保しなければならない。

災害発生時においては、第三者及び作業員等の人命の安全確保をいかなる場合においても

最優先させるものとする。

受注者は、使用人等に適時、安全対策・環境対策・衛生管理・地域住民に対する応対等の

指導及び教育を行うとともに、工事が適正に遂行されるように管理及び監督しなければな

らない。

受注者の負担と責任において現場事務所や休憩所は基より、作業環境の改善を行い、快適

な職場を形成すると共に、現場周辺の美化に努めるものとする。

受注者は、工事用機械の日常整備を行い、また、過負荷運転・空ぶかし等を避けるなど、

燃費の節約を含めた作業者教育を徹底すること。

当解体工事現場は密集住宅地に位置するため、工事着手までに進入経路を検討、選択した

上で監督員の承認を得ること。又、発生材運搬車両や工事車輌は主要道路から側道へ進入

する交差点や、その側道の主要な交差点並びに現場進入口に、それぞれ１名以上の交通誘

導員を常時配置させ安全確保を行うこと。但し、これについては現場発生材搬出量の過渡

期や建設重機の入搬出時を除き、監督員の承諾を得て減少させることができる。

近隣住民や通行人等の環境（交通安全、騒音、振動、粉じん、火災、悪臭等）を阻害なき

よう留意し、仮設塀や仮囲い等の措置を講ずること。

火災及び有毒ガス、粉塵、騒音の発生には充分なる留意を計らい、特に粉塵防止のための

散水を入念に行うこと。

休憩場所は１カ所に限定し、喫煙等については一定の場所で行い、火元責任者を配する。

また、如何なる場合でも現場内では、ごみの焼却処分や焚火は禁止する。

解体に伴う重機搬入及び廃材搬出時において、誘導員を搬出経路の要所に配置し近隣住民

の及ぼす交通安全に十分なる配慮を行うものとする。

受注者は、工事中における安全の確保をすべてに優先させ、労働安全衛生法等関連法令に

基づく措置を常に講じておくものとする。特に重機械の運転、電気設備等については関係

法令に基づいて適切な措置を講じておかなければならない。

１

３

５

６

７

９

２

４

８

シンナー等については、工事現場に放置することなく作業中は保管を厳重に行い盗難

を防止すると共に、作業終了後使用数量を確認し、その日ごとに持ち帰ることを原則

とする。

喫煙等については一定の場所を指定し、火元責任者を配すること。

工計画書を提出すること。

受注者は過積載等の違法運行防止を図るため、道路交通法を遵守する旨を記載した施

労働安全衛生法第３０条第２項の総括安全衛生管理義務者には、（　　建築工事

　　電気設備工事　　機械設備工事） の受注者を指名する。

１．本工事に使用する特定建設資材及び、排出する特定建設資材廃棄物については、

「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律（建設リサイクル法）を厳守し、

工事着手前に付近の状況を調査し、騒音、振動、塵埃の発生、土壌汚染、排水汚染等

公害発生のなきよう、工事竣工まで万全の対策を講ずること。

受注者は、産業廃棄物を適正に処理するにあたり下記事項を含め、事前に監督員に

施工計画書を提出して承諾を受けること。

また再生資源利用〔促進〕計画書および同実施書を作成し速やかに報告のこと。

２．「資源の有効な利用の促進に関する法律」（リサイクル法）及び建設副産物適正処

るマニフェストシステムにより的確に実施すること。

３．受注者は「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」を厳守し、同法第１２条の３によ

受注者は工事の内容に応じた火災保険、建設工事保険等を工事目的物に付するものとする。

保健期間の終期は、工事完成期日後１４日迄とする。

理推進要綱を厳守し、建設副産物の発生抑制および再利用の促進に努めること。

分別解体及び再資源化等実施すること。

・ ・

※

受注者は、工事請負代金500万円以上の工事について、工事実績情報サービス（CORINS）に基

づき、契約・変更・完成時に工事実績情報として「工事カルテ」を作成し監督員の確認を受け

た上、契約日、登録内容の変更日及び工事完成日から10日以内に、登録機関に登録申請しなけ

ればならない。（但し、工事受注額が￥2,500万円未満の工事については、契約、変更時のみ

登録するものとする。）また、登録機関発行の「工事カルテ受領書」が受注者に届いた際には

、その写しを直ちに監督員に提出しなければならない。尚、変更日と完成日は10日に満たない

場合は、変更登録を省略できる。

※

工事着手までに工程表（ネットワークで作成し、施工計画書、処分場承認等の提出日

、各解体工程の検査予定を記載のこと）の提出を行い、監督員の承認を得ること。

受注者は、建設業退職金共済制度に加入するとともに、その対象となる労働者について証

紙を購入し、当該労働者の共済手帳に証紙を貼付すること。

請負人は、発注者用掛金収納書を工事契約締結後１ヶ月以内に、発注者に提出すること。

なお、この期間内に収納書を提出できない特別の事情がある場合においては、あらかじめ

書面にてその事由及び証紙購入予定を併せて申し出ること。

建設現場に「建設業退職金共済制度適用事業主現場」標識を掲示すること。

建設リサイクル法に基づき、建設廃棄物を分類し処理することを原則とする。１

２

３

契約締結前に書面を交付して分別解体等及び再資源化等の事項を説明する事。

４ 実施に際して

（１）解体工事の実施には建設業の許可票、又は解体工事業者登録票を公衆の見やすい

　　　位置に掲示する事。

（２）分別解体によって生じた特定建設資材廃棄物は再資源化を図る。

（３）建築設備・内装材の取り外し、及び屋根葺き材の取り外しは手作業で行う事。

建設業法に定めるものの他①分別解体の方法②再資源化をするための施設の名称及

び所在地③解体工事費用と再資源化等に要する費用の内訳を提出。

（４）再資源化が完了した時はその旨を監理者に書面をもって報告する事。

当工事の施工に使用する重機類は、低騒音型・低振動型建設機械指定要領に基づき指定された

建設機械（超低騒音型含む）の使用を原則とする。また、クラッシャー・ニプラ等の圧砕機を

使用するもので、騒音の激しいブレーカー等の使用は原則として禁止する。

※平成９年建設省騒音対策型建設機械（’９７ベラル）を使用すること。

受注者は、発注者が実施している環境マネジメントシステムに配慮し、環境にやさし

い事業活動を心掛けること。

専任の主任技術者と雇用者の直接的かつ恒常的な（入札の執行日または随意契約によ

る場合にあっては見積書の提出のあった日以前に３ヶ月以上の）雇用関係について、

所属業者名が記載されている健康保険被保険者証の交付年月日により確認を行う。

監理技術者と雇用者の直接的かつ恒常的な（入札の執行日または随意契約による場合にあ

っては見積書の提出のあった日以前に３ヶ月以上の）雇用関係について、所属業者名が記

載されている監理技術者資格者証（以下「資格者証」）の交付年月日もしくは変更履歴に

より確認を行う。資格者証により恒常的な雇用関係が確認できない場合は、健康保険被保

険者証の交付年月日により確認を行う。また、監理技術者講習修了証の確認を併せて行う。

１０

専任の主任技術者
の確認

建設業退職金共済
制度について

建設リサイクル法

安全対策

環境配慮の周知に
ついて

産業廃棄物の処理

公害対策

保険等

総括安全衛生
管理義務者

シンナー等の保管

火気の管理

過積載防止の措置

騒音振動の防止

工事カルテの
作成及び登録

設計ＧＬ

提出書類

地域住民等
への対応

施工体制点検

工事から発生する
汚水等について

不法無線局の排除

近隣家屋の調査

建設工事等（建設
工事に関連する調
査、測量、設計等
の業務の委託を含
む。）における暴
力団員等による不
当介入の排除につ
いて

交通安全管理

の対策

仮囲い

現場標示板の
設置

４　交通誘導員

５　工事用水

６　工事用電力

７　工事用通路

３　騒音、防塵等

別途工事との
連絡協議

進について

監督員事務所
（２.３.１）

[2.2.1] 

受注者は電波法を遵守し、不法無線局を搭載した工事車両を使用しないものとし、工事現場に

おいて、不法無線局を搭載していると疑わしい車両を発見した時は、速やかに監督員にその旨

を報告すること。

受注者は、工事の着手前および完了後に、図示部分の近隣家屋・工作物等の調査を実施し、工

事の起因する損傷等の有無を確認すること。万一、損傷等が生じた場合は受注者の責任におい

て現状に復旧ものとする。また、調査着手前に調査計画書を提出し、監督員の承諾を得るもと

し、受注者自ら必要と思われる図示以外の近隣家屋・工作物等（ブロック塀を含む）について

も調査を行うことを原則とする。

工事着手後、工事現場から発生する雑排水、汚水（化学物質、汚泥等は不可）は下水桝に放流

すること。

「公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する法律」に従い、台帳を作成し、

発注者に提出のこと。

受注者は、別途施工する電気・機械設備工事の業者間で互いに連絡を取り、定期的に協議を行

い、工事施工上の調整を図ること。また、工事区分の取り合いについて図示あるも、施工時の

必要時に応じ協議を行い連絡を密にすること。

○○解体工事のお知らせ

予定です。工事期間中は、ご迷惑をお掛けすることとは思いますが、皆様方のご

理解とご協力をお願いします。

工事名

工事場所

発注者

工事概要

工事期間

施工業者

工事金額

工事に関する内容は、下記までお問い合わせください。

担当課

○○○○○○工事

○○　　　　○○ｍ

○○　　　○○○ｍ

○○○○　○○○㎡

○○建設株式会社　　（電話）×××ー××××

￥○，○○○，○○○円

　　　　部　　　課　（電話）○○○－○○○○

次の現場標示板の設置（寸法：ｗ１.１０ｍ×ｈ１.６５ｍ又はｗ０.９０ｍ×ｈ１.８０ｍ）

をすること。

受注者は、運搬車輌等による過積載の防止に努め、過積載と疑わしい車輌を現場において

確認したときは、受注者の責任において速やかに改善すること。また、解体材運搬等につ

いて通行経路・時間帯等の計画をたて監督員と協議すること。

工事車輌の通行については、近隣の家屋に振動を及ぼさない様、減速及び安全運転を運転

者に徹底させる事。

１

２

受注者は、地方公共団体・地域住民等と工事の施工上必要な交渉を、自らの責任において

行うものとする。受注者は、交渉に先立ち、監督員に事前報告の上、これらの交渉に当た

っては、誠意をもって対応しなければならない。

受注者は、工事の施工に当たり、地域住民との間に紛争が生じないように努めなければな

らない。

１

２

受注者は、地元関係者等から工事の施工に関して苦情があった場合は、誠意をもってその

解決に当たらなければならない。

３

受注者は、前項までの交渉等の内容は、後日紛争とならないよう文章で確認する等明確に

しておくとともに、状況を随時監督員に報告し、指示があればそれに従うものとする。

４

『工事に関する地元説明会』については、工事着手前に監督員と協議を行い、その結果に

従い対応すること。また、必要に応じて、説明資料の作成や施工方法及び工程等の説明を

行い、地元住民の合意を円滑に得られるよう協力すること。尚、地元説明会を開催する場

合、これに要する費用は一切受注者の負担とする。

５

設ける※ ・ 設けないが、１２㎡程度の打合せ用スペースを確保すること。

監督員事務所の規模

事務机、いす、書棚、黒板、ゴム長靴、雨カッパ、保護帽、衣類ロッカー

請負人加入電話の子機、冷暖房機器、消火器等監督職員の指示による

　　ｍ 程度

仕上程度 床　：

内壁、天井　：

屋根、外壁　：

合板張り又はビニル床シート張り程度

合板又はせっこうボード張りの上、
　合成樹脂エマルションペイント塗り程度

塗装溶融亜鉛めっき鋼板又は鉄板張り調合ペイント塗り程度

・  設けない

　　・  防音パネル（H=          ）

　　・  パネルゲート （W=         H=         ）×      箇所

　　・  シートゲート （W=6.0  H=4.5 ）×1 箇所

※　設ける（適用範囲、高さ等は図示)

　　・　防音パネル　　　・　防音シート

・　設けない

（延べ人員）

　　・  単管シート（H=          ）　　　・  防音シート（H=          ）

　　・  万能鋼板  （H=          ）　　　・  波形鉄板  （H=          ）2.0

※  建設リサイクル法による標識を設置する。

 構内既存の施設　※ 利用できる（ ※ 有償　・ 無償）

 　　　　　　　　・ 利用できない

 構内既存の施設　※ 利用できる（ ※ 有償　・ 無償）

 　　　　　　　　・ 利用できない

※　指定しない　　・　指定する（図示）

 （W=3.6  H=4.5 ）×1 箇所

受注者は、現場内運搬車両の通路には、適切に散水を行い、ダンプトラック等による走行巻

き上げの粉じん飛散防止に努めること。

受注者は、工事関係車両のタイヤ等に付着して土砂の一般道路への散乱を防止する様、タイ

ヤの高圧洗浄等を行うことを原則とする。万が一、散乱されたと認められた場合には、速や

かに清掃を行うこと。尚、付着土砂の性状やその量に応じ、清掃が困難な場合は監督員と協

議の上、その措置を決定し解決にあたるものとする。

１ 解体建物（廃棄する備品、機器類を含む）工作物は地盤面下の基礎部分（栗Ｃｏｎ、捨Ｃｏ

ｎ、杭共）も含め、解体を行い、廃材処分の廃材投棄場所は受注者に於て選定し、監督員に

報告及び廃材投棄場所の承諾書を添付する。また、承諾書の内容は許可書写し、産業廃棄物

処理証明書、産業廃棄物処理契約書写し、処分数量が確認できる資料とする。

３

解体発生材材の内、有価格として発生する処分材（アルミ、鉄骨等）は受注業者の責任に於

て処分する事。

４

当工事が起因となり、近隣建物及び工作物の構造機能を低下させた場合、公共道路に損傷を

与えた場合、及び近隣環境を汚染した場合は受注者の責任において原形または現状に復旧す

るものとする。また、工事中に風向きや天候状況により、粉じん等の環境汚染を近隣に影響

を及ぼす場合は工事の一時停止の措置を行う。

５

６

７

解体建物の基礎、工作物の地中撤去跡は地盤改良を行う他、敷地全体の高低レベル調整、転

圧を行ない図示による舗装工事を行う。

埋戻しに先立ち木屑・コンクリート片などの発生ガラや植物根を入念に取り除き、監督員の

検査を受け、監督員の承諾後埋め戻し整地を行うことを原則とする。

契約担当者は災害事故防止その他施工上緊急やむ得ない時は、受注者に対して臨時の措置を

とることを求める事が出来る。この場合において受注者はただちに、これに応じ要する費用

は受注者の負担とする。

２

水道管及び下水管やガス管等の地下埋設配管の撤去工事は、工事着手前に所轄する諸官庁の

所管課と協議を行い、許認可承認の上、プラグ止め等の措置を行うこと。（諸官庁との協議

に掛る費用は、受注者負担とする。）また、本工事が原因で破損等が生じた場合は受注者が

責任を持って復旧を行う。尚、撤去発生材は全て廃棄処分とする。

図面及び床面積は概略を示すものであるため、現場の状況を充分に掌握するものとする。

本図の仮設計画図は概略を示すもので受注者において充分検討の上、計画を行い監督員の承

認を得る事。

設備関係の機器類は再生利用加工材処理を行い、且つ家電リサイクル法に準処する。

土曜日、日曜日、祭日は工事作業を行ってはならない。また、作業時間は原則として午前８

時から午後５時までとする。但し、地元自治会および近隣住民との協議により、了承を得た

場合においてはこの限りでない。

建築設備の撤去工事は、図示なくとも建築工事（撤去工事）に支障のある機械設備配管、電

気配線及び機器類等は監督員の指示により、本工事内で撤去処分を行うものとする。また、

既設配管等状況を充分調査把握の上、本設計図中での地中埋設配管・基礎・地中梁形状等の

表現と相違ある場合や設計に、図示の無い埋設物が発見された場合は、監督員と協議し撤去

処分を行うこと。また、原則として工事請負金額の増減は無いものとする。

解体工事完了後、敷地内の清掃、現場に接する道路側溝等の清掃を行う。

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

内部足場　　　・　脚立、足場板等　　　　　

外部足場　　　※　Ａ種　　　・　Ｂ種　　　・　Ｃ種　　　・　Ｄ種

防護シート　　・　設ける（　・　防音シート　　　・　その他)

　　　　　　　・　設けない

・  酸素・アセチレン・軽油等の危険物は所定の位置に施錠できる小屋等に保管すること。

・  作業通路は，指定通路表示を行い，足場等の堅固なもので頭上の保護を行うこと。

・  建物周辺は，粉塵防止や火災発生に備えて散水を行うこと。

・  工事に関係部分の出入の表示を行うこと。

枠組足場を設ける場合は、「手すり先行工法等に関するガイドライン（厚生労働省平成

２１年４月策定）」によるものとし、足場の組立、解体、変更の作業時及び、使用時置

すること。

※  解体工法は，低振動・低騒音型の機械器具等の選定を心がけ，防音シートや散水等に

　　より騒音・振動の減少、粉塵の防止に努めること。

※  解体方法及び手順は，「分別解体等に係る施工方法に関する基準（建設リサイクル法

　　規則第２条）」による。

・　行う　（※杭頭から　　　ｍまで　　　・ 全長　）

杭の解体工法

・　引き抜き工法　（・　振動　　　・　ケーシング　　　・　　　　　)

・　粉砕による解体

地下埋設物及び埋設配管の解体

解体後の埋戻し

・　行う

　　埋戻し及び盛土の材料

　　　・　Ａ 種　　　※　Ｂ 種　　　・　Ｃ 種　　　・　Ｄ 種

・　構造物撤去等により自現場で発生するコンクリート塊を現場内で破砕したもの

 　（粒径４０㎜以下）を使用する。

埋戻し範囲　・　図示による　　・　

（参考）

樹木の伐採伐根

工程表・施工計画書・仮設計画書等は，工事契約後速やかに監督員に提出し，承諾を得る

こと。

杭の解体

※杭孔の埋戻し 山砂

建物の基礎、ハンドホール、雨水桝、汚水桝等

<表2.2.2> 

<表2.2.1> 

<2.2.1> ９　足場その他

10　その他

一般事項

解体工法

施工計画書等

杭

樹木等

埋設配管
地下埋設物の

解体後の整地

※ 家屋調査については、近隣周囲の家屋について行う。

・  設ける  （位置、延長等は図示　№ 　 図）

・主任技術者（監理技術者証を有する者）は１級建築士または１級建築施工管理技士の

項　目

施工基準

完成図

工事写真

について

技術検査

現場代理人
について

熱中症の予防
２

工事写真の撮影要領は、「工事写真の撮り方・建築編」(国土交通大臣官房官庁営繕部監修）

及び「営繕工事撮影要領」（同監修）による。

完成写真の撮影場所は監督員の指示による。工事写真のキャビネット版はアルバム台紙に、

サービス版は工事写真帳に貼り付けて提出すること。

竣工写真帳は光沢紙またはインクジェット紙とする

解体

工 種 ２階１階 合計構 造名　称ＮＯ

１

当敷地内全ての「建物解体撤去工事（電気設備、機械設備含む）」、「外構工作物の解体撤去工事」、

1

・ 指定工事現場標示板

〇〇市　〇〇町　○○○

〇〇市　

令和○○年○○月○○日～令和○○年○○月○○日

この工事は、〇〇市が発注した工事で、令和○○年○○月頃解体工事が完了する

[1.2.1，2] 

[3.8.2] 

[3.9.1] 

[3.10.1] 

[3.11.1] 

(3.2.3)(表3.2.1) 

・　図示（№　図による）

整地の高さ　・　現状ＧＬ

埼玉県秩父市熊木町地内 1,333.75 ㎡

Ｓ造 217.51 ㎡ 122.77 ㎡ 340.28 ㎡

122.77 ㎡

宿舎棟

解体

解体

解体

２

３

４

車庫上屋③

物置①

物置②

アルミ製

Ｓ造プレハブ

Ｓ造プレハブ

13.44 ㎡

0.67 ㎡

1.35 ㎡

232.97 ㎡

13.44 ㎡

0.67 ㎡

1.35 ㎡

355.74 ㎡

中高木の伐採、伐根、草刈」、「構内の整備工事」を行う。

本工事は、工事請負契約及び同約款を尊守し、本特記仕様を含む、図面　６２　葉、

『配置図参照』

7.0

・　行う　（

・　行う　

令 和 ４ 年 度

姿見山送水ポンプ室築造工事

解体工事特記仕様書（１）

秩父広域市町村圏組合水道局

令 和　　年　　月 調 製

Ａ'-01 ／ 35

姿見山送水ポンプ室築造工事

・　配置する（　　日　×　　人　＝　　　人日）　　　・　配置しない60 60

参照：「職場における熱中症の予防（厚生労働省）」

　熱中症予防を推進するため、労働安全衛生の観点からも事業主は熱中症による労働災害の防止

に努めなければならないことから、特に梅雨から夏期にかけての時期は、次のことをはじめ、熱

中症予防に万全を期すこと。

本組合発注の工事に関し、下請け施工を必要とする場合、また施工に必要な各種の資材等の購入に

ついては、可能な限り圏域内に本社・本店を有する者の中から選定すること。

圏域内下請け・圏
域内材料調達の促

工事着手に先立ち除去届を提出する事。



年　度

路 線 名

河 川 名

工事名

縮　尺

名　称

図　面

図面番号

４

５

[4.4.1(b)] 

建設廃棄物の種類

コンクリート及び

アスファルト

コンクリート及び

鉄から成る建設資材

木材

金属類

以下の品目は現場内にて分別を行った上で処理場等へ搬出する。

小型二次電池

[4.4.1(c)] 

再資源化施設の名称等建設廃棄物の種類

蛍光ランプ

硬質塩化ビニル

する

しない

する

HIDランプ

管・継手

現場利用する再資源化された建設廃棄物 [4.4.1(f)] 

種　　　類 利用する場所(箇所)等

※　鉄筋コンクリートを現地で破砕し、再生材クラッシャラン（０～４０）として利用する

　　場合は、標準仕様書（表２２.３.３）の再生材クラッシャランによることとし、すりへり

　　減量を５０％以下にすること。

[4.4.2] 

種　　　類 所在地等（ｋｍ）

備考所在地(Km)受入施設名称等種　　類

なお、上記によらない場合は、監督職員と協議すること。

また、処理、処分に先立ち処分場等の受入の可否を確認すること

[4.4.4] 

・CCA処理木材

・ヒ素又はカドミウム

＜対象となる石膏ボード＞

　小名浜吉野石膏（株）　いわき工場　昭和48年10月～平成9年4月の間に製造されたもの

　日東石膏ボード（株）　八戸工場　　平成4年10月～平成9年4月の間に製造されたもの

種　　類 処理施設名称等 所在地(Km) 備考

[5.1.3] 

[5.1.3][1.2.2(a)] 

※　種類別に具体的な処理、回収計画を定め施工計画書に記載する。

材　料　名 仕様等（型式、厚さ、数量） 調査の範囲

 ※　図示
 ・　工事対象範囲

処分場の名称 所在地等（ｋｍ）

・ 廃石綿

・　無

PCB含有シーリング材 ・　有（施工範囲は図示）

[5.4.3] 

[5.4.4] 

PCB（ポリ塩化ビフェニール）含有機器

監督員の承諾する施設

監督員の承諾する施設

監督員の承諾する施設

監督員の承諾する施設

・　有（　　　　　　　　　　　　）

特別管理産業廃棄物の種類

[4.4.4] （安定型)

種　　類 受入施設名称等 所在地（ｋｍ) 備　　考

所在地（ｋｍ）再資源化の有無

所在地（ｋｍ）中間処理施設又は再資源化施設の名称等

含有石膏ボード

木くず、金属くず、コンンクリート塊、アスファルト、廃プラスチック、ガラス、

陶磁器くず、紙くず、石膏ボード、エアコン等フロン使用機器、クロム、銅、ヒ素

化合物木材、防腐剤使用木材、蛍光灯、硬質塩化ビニル管、汚泥、廃油

１～３の処理、処分は設計積算上の条件明示であり、処理施設を指定するものではない。

建

設

廃

棄

物

の

処

理

特

別

管

理

産

業

廃

棄

物

の

処

分

等

監督員の承諾する施設

監督員の承諾する施設

・
・

・
しない

・

・

・

○・

○・

○・

○・

○・

○

○
○

○

３

２

１

５

・４

３

１

２○

○

８

植

栽

工

事

１

２

３

４

５

６

舗

装

そ

の

他

工

事

１

２

３

４

５

８

７

排

水

工

事

１

２

３

４

６

７

６

５

６

９

１０

１１

ア

ベ

ス

ト

含

有

建

材

の

除

去

５

ア

ベ

ス

ト

含

有

建

材

の

除

去

　

再資源化等

産業廃棄物広域
認定制度の活用

最終処分

処分に注意を要
する建設廃棄物

施工調査

特別管理産業廃棄
物等の処理及び
回収計画

ＰＣＢを含む
機器類等

<9.1.1(d)> 

<9.1.1(e)> 

<9.1.1(e)> 

<9.1.1(d)> 

室　名　等

測点５

４７mm

１０Ｌ／min

２４０min

３以上

０．３本／Ｌ

測　定　点　総　計

(以下、「石綿則」という。)を遵守すること。

施工調査

　・　行わない。

　　　調査箇所　　　※　図示　　　・　（　　　　　）

　　　調査事項

　　　　　※　アスベスト含有建材等の使用部位

　　　　　※　アスベスト含有建材等の種類、厚さ

　　　　　※　施工範囲と工事範囲区分

　　　　　※　廃棄物などの搬出方法

　　　　　・　
　　　　　・　

アスベスト含有分析

　・　行わない

　　　分析方法　　　※　JIS A 1481「建材製品中のアスベスト含有測定法」による。

材　料　名 定量分析

・（試料数：　　　）

・（試料数：　　　）

・（試料数：　　　）

・（試料数：　　　）

・（試料数：　　　）

・（試料数：　　　）

アスベスト粉じん濃度測定

　・　行わない

　※　行う（測定する時期・場所等は下表による）

　 　「JIS K 3850-1　空気中の繊維状粒子測定方法－第1部－

・

適用 測定名称 測定時期 測定場所
　　　測定点
（各施工箇所ごと）

測定１

測定２

測定３

測定４

測定５

測定６

測定７

測定８

測定９

・

・

・

・

・

・

・

・

処理作業前

処理作業中

処理作業後
シート撤去前

処理作業室内

処理作業室内

施工区画周辺
又は敷地境界

負圧・粉じん装置の
排出吹出口（除じん
装置の性能確認）

施工区画周辺
又は敷地境界

処理作業室内（注１）

※２点　・　　　点
※２点　・　　　点
※２点　・　　　点
※２点　・　　　点
※２点　・　　　点

※２点　・　　　点
※２点　・　　　点
※２点　・　　　点
※２点　・　　　点
※２点　・　　　点
※１点　・　　　点
※１点　・　　　点
※１点　・　　　点
※１点　・　　　点
※１点　・　　　点
※１点　・　　　点
※１点　・　　　点
※１点　・　　　点
※２点　・　　　点
※２点　・　　　点
※２点　・　　　点
※２点　・　　　点
※２点　・　　　点
※２点　・　　　点
※２点　・　　　点
※２点　・　　　点
※２点　・　　　点
※２点　・　　　点
※２点　・　　　点
※２点　・　　　点

点

（例）アスベスト粉じん濃度測定方法

２５mm

数計機器

メンブレン
フィルタの直径

試料の吸引流量

試料の吸引時間

試料の透明化

計数条件

計数アスベスト

測点３ 測点１，２，４，６，７，８

１Ｌ／min

５min

５Ｌ／min

１２０min

位相差・分散顕微鏡

アセトン固定－有機物灰化－屈折率浸液法

総合倍率４００倍、アスベスト繊維総数、通常５０視野

幅３μｍ未満、長さ５μｍ以上、アスペクト比（長さ／幅）

定量限界 ０．４７本／Ｌ５０本／Ｌ

　　ア．測定結果

　　イ．測定時間

　　ウ．測定位置（測定高さとともに図面上に記載する。）

　　オ．マウンティング法

　　カ．顕微鏡視野面積、計数視野数

　　キ．測定時（各測定場所ごと）の天候、温度、湿度、外気の風速及び風量

　　２．工事記録及び工事写真

　　３．産業廃棄物処理記録（廃石綿）

　　４．施工調査等記録（条規施行調査、含有分析、粉じん濃度測定等）

　　５．作業者の作業記録、各種健康診断記録、安全衛生教育記録

　　６．その他必要事項

　　１．施工計画書

　　エ．サンプリング条件（メンブレンフィルタ直径、吸引時間、吸引空気量）

　　　　：光学顕微鏡法及び走査電子顕微鏡法」による位相差、分散顕微鏡法による。

・（試料数：　　　）

定性分析

　※　行う　（調査結果は図面等に記録し、監督員に提出すること。

　　　調査の結果、設計図書と異なる場合は監督員と協議する。)

　・　行う（分析結果は監督員に提出する。）

注１:周囲状況により上記によりがたい場合は、監督員と協議する。

石綿等の取扱については、石綿障害予防規則(平成17年2月24日厚生労働省令第21号)

提出部数　　３部作成

施工記録報告書の提出

測定機関

　　都道府県労働局に登録されている作業環境測定機関

記録する項目

（調査済み）

施工区画周辺
又は敷地境界

処理作業室内（注１）

１　一般事項

３

２ <9.1.2(a)> 

<9.1.2(c)> 

<9.1.2(d)> 

<9.1.2(f)> 

<9.1.2(g)> 

<9.1.3(b)> 

<9.1.3(a)> 

<9.1.3(a)> 

<9.1.3(b)> 

作業主任者の選出 <9.1.2(b)> 

専門工事業者

　技術を有することを証明する書類を監督員に提出する。

除去作業者の教育

　石綿健康診断及びじん肺健康診断を受診した者とし、肺機能に異常のない者とする。

特別管理産業廃棄物管理責任者の選出

　しなければならない。ただし、アスベスト含有成形板の処理工事を除く。

表示及び掲示

　　※　アスベスト作業主任者名と職務内容
　　※　関係者以外立入禁止

　　※　喫煙・飲食の禁止

　　※　アスベストの有害性

　　※　使用すべき保護具

　　※　取り扱い上の注意事項

　　※　「建築物等の解体等の作業に関するお知らせ（労働基準監督署への届出内容、

　　　　粉じん飛散抑制装置、曝露防止措置等）」

保護具、保護衣

<9.1.3(c)><9.1.4(c)><9.1.5(C)> 除去したアスベスト含有物の保管、運搬等

　　※　他の内装材、廃棄物等と分別保管

　　※　保管場所での飛散防止を施す。また、アスベスト成形版を運搬する場合は、

　　　　運搬車両の荷台全体をシート等で覆い、飛散防止に努める。

　　※　アスベスト等の保管場所である旨の表示を行う。

アスベスト含有吹き付け材の除去工事

　　・　行わない

作業場等の隔離等

　　※　作業場は以下によるものとし負圧除じん機にて負圧状態により飛散防止をすること。

隔離シートの性能

※　床面

※　壁面 ※　0.08mm以上のプラスチックシート等

※　0.15mm以上のプラスチックシート等で二重

　ベスト粉じん飛散防止処理技術（除去）」の審査証明書（以下、「審査証明書」という。）

　を取得している工法と同等の飛散防止処理技術を有する工法とすることができる。その際

　には監督員の承諾を得ること。 セキュリティーゾーンの設置

※　下表による

※　新品の保護具

※　洗顔、うがい設備

適用

※

※

※

更衣室

洗浄室

前　室

負圧

負圧

※　更衣ロッカー

※　呼吸用保護具保管箱

・

※　エアシャワー（温水シャワー） ・

・　高性能真空掃除機 ・　使用済み保護衣保管かご

　　ただし、（財）日本建築センターの「建設技術審査証明事業」による「吹き付けアス

　ベスト粉じん飛散防止処理技術（除去）」の審査証明書（以下、「審査証明書」という。）

　を取得している工法と同等の飛散防止処理技術を有する工法とすることができる。その際

　には監督員の承諾を得ること。

除去物及び汚染等

　処理方法

　　※　密封処理（二重袋梱包）

　　　　除じん機フィルタについても密封処理を行う。

　　・　セメント固化

　講習を終了したものの中から、「石綿作業主任者」を選任しなければならない。

　　　　隔離養生に用いたシート、使用した使い捨て保護衣、高性能真空掃除機フィルタ、

室　名 状　態

　　※　「アスベスト除去作業中」の表示

　排出業者は、特別管理産業廃棄物管理責任者の資格を有するものを選任し管理

　作業者は、就業時に石綿則第27条に基づく教育を受けた者とする。また、一般健康診断、

　石綿作業主任技能講習又は平成18年3月以前の特定化学物質等作業主任者技能

　アスベスト含有建材の除去を直接行う専門業者については、工事に相応した

　ただし、（財）日本建築センターの「建設技術審査証明事業」による「吹き付けアス

　　作業内容に応じた、呼吸用保護具、保護めがねを使用すること。

　　更衣室など見やすい箇所に次の表示及び掲示を行う。

　　周辺住民の見やすい箇所に以下の表示を行う。

吹付け材の除去
アスベスト含有

除去工事共通事項

再生アスファルト

密粒アスコン、開粒度アスコン、再生粗粒度アスコン

グレ－チング蓋　　耐荷重　一般部：　　　　　※細目ノンスリップタイプ共

現場打ち、既製再生品　※図示による。

引渡しの日から１年

新植　　（同等以上のものを再植栽）

移植　　（良土で埋め戻し整地）

・

※ ・ 引渡しの日から　　年

既成排水溝は極力再生品を使用のこと。

１４ｔ

桝、側溝、境界ブロック等は、エコマ－ク認定製品又はＪＩＳ製品とし、規定のない製品は原則
としてＪＩＳ工場生産品又は同等品を採用すること。但し、エコマ－ク認定品以外の既製コンク
リート製品についても、環境を配慮した材料として『一般廃棄物の溶融固形化物』を極力使用の

駐車場区画線

・

・

適用しない（芝及び地被類を除く）※ ・ 適用する

現場発生の良土 ※ 客　土

支　柱

客　土

種　別

行う※ 行わない・

こうらい芝※ ・ 野芝の類

・ 鳥居形 ・ ・ 四脚 ・ 布掛け

種　別 クラッシャラン※ Ｃ－４０ 厚さ ｍｍ

再生クラッシャラン・ ＲＣ－４０ 厚さ ｍｍ

遮断層

ＣＢＲ試験

締固め試験 ※

※

※ 設ける ・ 設けない

行なわない ・ 行う

行なわない ・ 行う

（ ・ 川砂 ・ 山砂 ）

粒調砕石・ Ｍ－３０ 厚さ ｍｍ１００

舗装の構成 ※ 基層なし 基層あり・

厚さ（ｍｍ） 表層 ５０・ 基層 ５０・

アスファルト　 ストレートアスファルト・ ・

加熱アスファルト混合物の種類：

透水性アスファルト・

混合物の抽出試験 ※ 行なわない ・ 行う

厚さ（ｍｍ） ５００※

改良材仕様 セメント系固化材　８０ｋｇ／ｍ３

厚さ（ｍｍ） ４０・

仕　様

路盤：粒調砕石ｔ１００転圧

圧縮強度（７日）８.６Ｎ／ｍ㎡ 曲げ強度（７日）２.９Ｎ／ｍ㎡ 透水系数０.３５ｃｍ／Ｓ以上

製作所 （株）東栄企画サービス・（有）アルファニシモト・（株）中西保太郎商店又は同等品

・

種　類

使用材料の限定

硬質塩ビ管：ＶＰφ１５０～φ１００

配合表

品名

配合量

自然石 まさ土 無機系硬化剤 混和剤 水

０ ２４０ｋｇ １２ １０８

車いす白線引き

溶融式（手動）　　線幅 　　　ｍｍ　　塗膜厚 　　ｍｍ

溶融式（手動）　　線幅 　　　ｍｍ　　塗膜厚 　　ｍｍ

室内ＣＢＲ試験 ・ 行なわない※行う

コア採取試験 ・ 行なわない ・ 行う

透水マット仕様　：プスチック立体網状中空成形品（径１２５）

透水フィルター仕様　：ナイロン製特殊経編フィルター

製品の程度：新光ナイロン（ヘチマロン）又は同等品

種　　類 レンガﾞブロック舗装※

目　　地 目地砂

路盤 再生クラッシャラン ＲＣ－４０ 厚さ ｍｍ１００

材料の程度 日本興業（株）：ミッドランドブリック又は同等品以上

クッション材 敷き砂 厚さ ｍｍ３０

形　　状 ｗ１１４×Ｌ２３０×ｔ５０、ｔ６０

樹種 Ｃｈ ｗ 数量 備考

・ 添え柱

六価クロム溶出試験 ・ 行なわない※行う

施工場所 Ｌ型側溝下、縁石ブロック下、アスファルト舗装下の路盤

・

コンクリート既製品（反射板付き）

ＳＵＳ既製品 ※図示による。

１５０

１５０

１.５

１.５

１５０／１７０×２００×６００

１２０×１２０×６００

歩車道境界ブロック

地先ブロック

コンクリート既製品　※図示による。

コンクリート車止め ｗ６００×ｄ１６０×ｈ１００

工　法：接着材、アンカーピン併用止め

製造所：（参考）サイコン工業／ＮＳＰ１００Ｂ同等品

形　式：スプリング付き上下式バリカー（ＳＵＳチェーン内蔵）

製造所：（参考）帝金／３１０ＣＳ・３１０ＣＴＳ同等品

２０％以上ＣＢＲ試験基準値

枯損樹木芝等の処置

植栽基盤

植込み用土

支柱及び添木

芝張り

路　　床

路　　盤

アスファルト舗装

地盤改良

着色透水アスファ
ルト舗装

縁石ブロック

排　水　溝

排水ます

排　水　管

溝　ぶ　た

材料の選定等

白線引き

植栽の樹種

透水管

ブロック系舗装

車止め

バリカー

囲障工事

・（管理型)　(遮断型）

　　・　行わない

養生

アスベスト含有 アスベスト含有保温材の除去工事 <9.1.4(b)> 

<9.1.4(a)> 

　　　　※　養生シート等を用いて区画し、場外への飛散防止を行う。

除去工法 <9.1.4(b)> 

掻き落とし、破砕、切断による除去方法

　　　　※　行わない

　　　　・　行う…この場合は改修標仕<9.1.3>「アスベスト含有吹き付け材の除去」によること。

　　※　粉じん飛散抑制剤などにより湿潤化したあとに、手ばらしによること。

　　※　除去物については改修標仕<9.1.3(b)>により、密封処理とする。

保温材等の除去
４

<9.1.5(b)> 

<9.1.5(a)> 

<9.1.5(b)> 

アスベスト含有成形板の除去工事

　　・　行わない

養生

　　※　作業場は、養生シート等を用いて区画する。

除去工法

　　※　作業場は、散水等により湿潤化し、手ばらしによること。

　　※　やむを得ず破壊しなければならない場合には、十分に湿潤化した状態で行うこと。

　　※　除去物については、粉じんの飛散防止に努め、特に破砕されたアスベベスト含有

　　　　成形板については、湿潤化の上、丈夫なプラスチック袋に入れる等の飛散防止措

　　　　置を講ずること。

成形板の処理
アスベスト含有５

くい丸太　松　L1.2mx末口6㎝ 皮付@2000 トラロープφ9（黄・黒）設置/2段

６０

　　・　行う　（適用範囲　・図示　　　    　）

（空気の流れを確認）
セキュリティゾーン入口

処理作業後
シート撤去後

※図示による。

・ フロン○

・　無

PCBを含有する機器等については、飛散、流出がないように適切な容器に納め、適切な

場所に保管し、工事完了後、監督職員の指定場所に引き渡す。

[5.5.1～5.5.4] 

回収又は処分を行う

副産物の種類

回収業者又は

処分場の名称等

保管場所・処分場の

所在地等
対象機器名称４

５

特殊な建設副産物
の回収及び処分

その他建設副産物
の回収及び処分

○

（適用箇所：サッシ周りシーリング材）

　　・　行う　（適用範囲　・　天然リノリウム貼　　　・　天然リノリウム巾木 　　　）

　　・　行う　（適用範囲　・　　　　　　　　　）

（２２.３.３）

（２２.２.２）

（２２.４.２）

（２２.４.３）

（２２.４.４）

（２２.５.６）

（表２１.２.１）

（２１．３．３）

（２１．３．３）

（２１．４．２）

（２１.３.４）

（２１.３.６）

（２１.２.２）

・（試料数：　　　）

令 和 ４ 年 度

姿見山送水ポンプ室築造工事

解体工事特記仕様書（２）

秩父広域市町村圏組合水道局

令 和　　年　　月 調 製

Ａ'-02 ／ 35
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分別処理方針○

○

○

○

○

○

○
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令 和　　年　　月 調 製

図面番号縮　尺

年　度

路 線 名

河 川 名

工事名

名　称

図　面
現況配置図

Ｎ

9,019

16,458

7,
53
6

9,014

4,141

3,774

5,073

5,685

6,938

植込

植込

市
道法

42条
2項

道
路

隣地境界線

2,
50
0

14
,7

50

10
,2

50
4,

50
0

寄宿舎

2,500 22,500

8,000 14,500

アスファルト舗装

駐車場

ネットフェンス　H=1,200

隣
地
境
界
線

17
,8

41

6,850
1,854

アコーディオン門扉　H=1,200

11,944 隣地境界線 15,468

14
,5

99

水路

大畑１号雨水幹線

9,
96
1

10
,0

92
3,
37
9

植込

石

植込

敷
地

境
界

戦

敷
地

境
界

戦

物置①

物置②

アルミ格子フェンスH=1.000

5,
54

0

アルミ格子フェンスH=1.000

コンクリート塀　H=1,350

アルミフェンスH=1.200
コンクリート立上りH=650

コンクリート万年塀　H=1,400

±0

KBM

-147

-137

+3

-437

-527
-367 -247

-217

-167

-567

-67

-167 -157

-537
-427

-157 -157

-347

-107

-37

+193 -1207

-27

-157

-187

-167

-107

-107

-137

-1137

-97

+293

-97

-107

+323

-127

-137

-167

-1017

+383

+273

+3

-57

+3

-57

防草シート

防
草

シ
ー

ト

防
草

シ
ー

ト

防
草

シ
ー

ト

防草シート

+103

-327

-247

-320

+173

+3

-47

-467

-497

+3

-17

-137

-3

-117

-3

-147

+413
+253

-77

-87+23-67

-137

-157

+403+403

-97

+3

既存建物を示す

-147

車庫上屋① 車庫上屋②

車庫上屋③

灯

植込

植込

姿見山送水ポンプ室築造工事

秩父広域市町村圏組合水道局

現況配置図

令 和 ４ 年 度
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A1:1/150
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図面番号縮　尺

年　度

路 線 名

河 川 名

工事名

名　称

図　面

9,019

16,458

7,
53

6

9,014

4,141

3,774

5,073

6,938

植込

植込

市
道法

42条
2項

道
路

隣地境界線

寄宿舎

アスファルト舗装

駐車場

ネットフェンス　H=1,200

隣
地

境
界

線
17
,8

41

1,854

アコーディオン門扉　H=1,200

11,944 隣地境界線 15,468

14
,5

99

水路

大畑１号雨水幹線

9,
96
1

10
,0

92
3,
37
9

植込

石

植込

敷
地

境
界

戦

敷
地

境
界

戦

物置①

物置②

アルミ格子フェンスH=1.000

5,
54
0

アルミ格子フェンスH=1.000

アルミフェンスH=1.200
コンクリート立上りH=650

コンクリート万年塀　H=1,400

±0

KBM

-147

-137

+3

-367 -247

-217

-167

-567

-67

-167 -157

-537 -427

-157 -157

-347

-107

-37

+193 -1207

-27

-157

-187

-167

-107

-107

-137

-1137

-97

+293

-97

-107

+323

-127

-137

-167

-1017

+383

+273

+3

-57

+3

-57

防草シート

防
草

シ
ー

ト

防
草

シ
ー

ト

防
草

シ
ー

ト

防草シート

+103

-327

+173

+3

-47

-467

-497

+3

-17

-137

-3

-117

-3

-147

+413
+253

-77

-87+23-67

-137

-157

+403+403

-97

+3

-147

車庫上屋① 車庫上屋②

車庫上屋③

灯

植込

植込
コンクリート塀　H=1,350

2,
50

0
14
,7

50

10
,2

50
4,

50
0

2,500 22,500

8,000 14,500

仮設計画図

凡　　　例

解体建物を示す

仮囲いの範囲（万能鋼板H=2,000)　工事範囲全周

仮囲いの範囲

※尚、狭い箇所で外部足場が設置出来ない所は単管一本足場とする。

工事用仮設シートゲート（W=6.0m×H=4.5m）

工事期間における、土曜日、日曜日、祝日を除く稼動日で、

解体、撤去及び車輌運搬・搬出入の稼動時は最低１名以上

の交通整理員を置く。

図示する位置の他、必要に応じて交通整理員を配置する事。

交通整理員配置位置を示す（延べ82日）

特 記 事 項

１．工事車輌の出入りの際には、十分な安全配慮を講じること。

２．本工事の作業や工事車輌が原因で搬入経路の路面や構内工作物、舗装等に損害を

与えた場合は速やかに復旧対策を講じ、請負業者が責任を持って監督員の指示に

従い復旧の応じること。

（宿舎棟ほか　付属建物）

『くさび緊結足場＋防音シート（H=7,000)』

シートゲート

（W=6.0m×H=4.5m）
仮囲い（万能鋼板H=2,000)

仮囲い（万能鋼板H=2,000)

仮囲い（万能鋼板H=2,000)
仮囲い

仮囲い

仮囲い

仮囲い

仮囲い（万能鋼板H=2,000)

外部足場＋防音シート（H=7,000)

外部足場＋防音シート（H=7,000)

外部足場＋防音シート（H=7,000)

外部足場＋防音シート（H=7,000)

仮囲い

外部足場＋防音シート（H=7,000)

仮囲い

外部足場＋防音シート（H=7,000)

9,019

16,458

7,
53

6

9,014

4,141

3,774

5,073

6,938

植込

市
道法

42条
2項

道
路

隣地境界線

ネットフェンス　H=1,200

隣
地

境
界

線
17
,8

41

1,854

11,944 隣地境界線 15,468

14
,5

99

水路

大畑１号雨水幹線

9,
96
1

10
,0

92
3,
37
9

敷
地

境
界

戦

敷
地

境
界

戦

5,
54
0

アルミフェンスH=1.200
コンクリート立上りH=650

コンクリート万年塀　H=1,400

-367 -247

-217

-567

-67

-537 -427 -347

+193 -1207

-1137

+293

+323

-127

-137

-167

-1017

+383

+273

+3

-57

+3

-57

+103

-327

+173

+3

-47

-467

-497

-77

+3

-147

車庫上屋① 車庫上屋②

解体撤去後計画図

凡　　例

砕石舗装の範囲を示す

再生砕石敷き(ＲＣ-40)ｔ=60 路盤は十分転圧を行うこと。

砕石舗装高さは現状地盤高を基本とするが、1.5％程度の水勾配を確保すること。

計画レベルを示す

現況レベルのままを示す＊＊

＊＊

アルミ格子フェンスH=1.000

既設のまま

既設のまま

アルミ格子フェンスH=1.000

既設のまま

コンクリート塀　H=1,350

既設のまま

アコーディオン門扉　H=1,200

既設のまま

アスファルト舗装

駐車場

-97

-167

-117 -107

-107-117

-167

+193+193

-48

-13

+420

+150

Ｎ Ｎ

令 和 ４ 年 度

姿見山送水ポンプ室築造工事

仮設計画置図　解体撤去後計画図

秩父広域市町村圏組合水道局
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仮設計画図
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１

２

３

４

５

６

20.258　　×　　11.100

29.835　　×　　 5.82

37.970    ×  　　3.447

37.970    ×  　　5.396

40.340    ×  　　8.970

40.340    ×   　16.133

＝

＝

＝

＝

＝

＝

224.8638

173.6397

130.88259

204.88612

361.8498

650.80522

令 和　　年　　月 調 製

図面番号縮　尺

年　度

路 線 名

河 川 名

工事名

名　称

図　面
敷地求積図・建物面積図

敷地求積

７

８

９

10

11

12

13

14

15

16

17

18

 6.850    ×   　 0.588

 5.685    ×   　 2.671

 3.470    ×   　 1.564

 7.300    ×   　 3.264

12.032    ×   　 1.416

24.600    ×   　 3.593

13.600    ×   　 3.674

 4.141    ×   　 5.542

 7.536    ×   　 2.698

36.480    ×   　12.500

19.753    ×   　 8.240

16.458    ×   　 3.322

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

  4.0278

 15.184635

  5.42708

 23.8272

 17.037312

 88.3878

 49.9664

 22.949422

 20.332128

456.0000

162.76472

 54.6734756

2,667.5048合　計

１／２

＝

＝

＝敷地面積

1,333.7524

1,333.75 ㎡

9,019

5,
54
0

11,944 15,468

6,850
1,854

17
,8

41

1,757

5,685

6,938

5,073

9,014

4,141

3,774

7,
53

6

16,458

3,
37
9

10
,0

92
9,

96
1

14
,5

99

敷地求積図 1：200

8,240

3,
67
4

13,600

36,480

40,340

37,970
37,970

29,835

24,600

12,032

7,300

1,564

2,
67
15,685

3,
47
0

11
,1
00

20,250

5,
82
03,
44
7

5,
39
6

8,
97
0

16
,1
33

3
,
3 2
2

1
2
, 5
0
0

19
,7
53

2,698

5,
54
2

3,
59
3

1,
41
8

3,2
64

5
8 8

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11 12

13

14
15

16

17

18

Ｎ

面積表

敷地面積

建 築 面 積

１階床面積

２階床面積

延 床 面 積

226.55㎡

217.51㎡

122.77㎡

340.28㎡

既設建物①

寄宿舎

122.77㎡

1,333.75㎡

合計
既設建物②

車庫上屋①

22.22㎡

22.22㎡

22.22㎡

22.22㎡

22.22㎡

22.22㎡

既設建物③

車庫上屋② 車庫上屋③

既設建物④ 既設建物⑤ 既設建物⑥

物置① 物置②

13.44㎡ 13.44㎡ 13.44㎡ 0.67㎡

0.67㎡

0.67㎡

1.35㎡

1.35㎡

1.35㎡

268.89㎡

286.19㎡

408.96㎡

1
4
,
7
5
0

8,000 14,500

8,000 5,000 4,9104,590

1
,
2
5
0

5
,
7
5
0

3,150

1
,
0
5
0

2
,
0
0
0

Ａ

Ｂ

Ｃ
Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｉ

Ｈ

2,100 1,500 13,000

6
,
5
0
0

3
,
7
5
0

2
,
3
5
0

5,000 1,600

3
,
1
0
0

1： 100１階床面積 求積図

ａ

ｂ

＝

＝

＝

＝

１階床面積

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

 8.00　　×　　14.75

14.50　　×　　 5.75

 5.00    × 　　2.00

 4.91    × 　　1.25

118.0000

 83.3750

 10.0000

  6.1375

＝合　計 217.5125

217.51 ㎡

＝

＝

建築面積

ａ

ｂ

＝

＝

＝

＝

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

 8.00　　×　　14.75

14.50　　×　　 5.75

 5.00    × 　　2.00

 4.91    × 　　1.25

118.0000

 83.3750

 10.0000

  6.1375

 3.15    × 　　1.05

 4.59    ×  　  1.25

  3.3075

  5.7375

＝合　計

㎡226.55

226.5575

２階床面積 求積図 1：100

＝

＝

＝

＝

＝

２階床面積

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

Ｉ

 5.00　　×　　 6.50

 1.50　　×　　 3.75

13.00    × 　　5.75

 1.60    × 　　3.10

 2.10    × 　　2.35

 32.5000

  5.6250

 74.7500

  4.9600

  4.9350

㎡

合　計 ＝ 122.7700

122.77

（バルコニー部分を除く－２階床面積　112.87　㎡）

（バルコニー部分を除く－延床面積　　330.33　㎡）

＝

3
,
0
0
0

4
,
9
6
1

4,480

1： 100車庫上屋①②③

Ｊ

Ｊ

ｃ

  4.48    × 　　4.961  22.2252

＝ ㎡22.22

床面積

＝ｃ  4.48    × 　　3.00 13.4400

建築面積

＝ ㎡13.44

9
0
0

750

1：100

1：100

1
,
8
0
0

750

物置①

物置②

建築面積・床面積

建築面積・床面積

＝

＝ ㎡

＝

＝ ㎡

Ｋ

Ｌ

Ｋ

Ｌ

 0.75    × 　　0.90

 0.75    × 　　1.80

0.6750

0.67

1.3500

1.35

令 和 ４ 年 度

A3:1/200・1/400
A1:1/100・1/200

秩父広域市町村圏組合水道局

姿見山送水ポンプ室築造工事

Ａ'-05 ／ 35



令 和　　年　　月 調 製

図面番号縮　尺

年　度

路 線 名

河 川 名

工事名

名　称

図　面

NON

仕　上　表

令 和 ４ 年 度

姿見山送水ポンプ室築造工事

秩父広域市町村圏組合水道局

Ａ'-06 ／ 35
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Ｗ=150　Ｈ=55

カラーステンレス板

厚0.45　皮葺き　勾配=10：3

316.5

22,500

22,500

14
,7

50

14
,7

50

7,
00

0
3,

25
0

4,
50

0

X0 X1 X2 X3 X4

8,000 5,000 5,000 4,500

Y3

Y2

Y1

Y0

1,
95

0
1,

80
0

2,
98

3.
5

26
6.

5
2,

69
6.

5
55

3.
5

1,
35

0
1,

50
0

1,
65

0

3,500 2,250 2,250 3,150 1,350 1,350 3,150 1,000

7,
00

0
75

0
1,

05
0

1,850 2,650 3,500 2,700 2,300

3,150 1,8501,750 1,750900950

5,000 4,500

4,590 410

押入 会議室３

押入

食堂

和室８帖

押入 押入
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PS
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50

男子便所

50

女子便所

板の間 板の間
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0
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0
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0
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00

0
3,

25
0

4,
50
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板の間 板の間

押入

廊下
便所

押入

50
踏込便所 便所

化粧台
洗面 洗面

化粧台

洗面
化粧台

洗面
化粧台

便所

600600 8,000 5,000 5,000

18,000

X0 X1 X2 X3

600

8,000 5,000 5,000

600

会議室１

和室10帖

会議室２

和室10帖洗面脱衣室

洗面化粧台

床下点検口

消火器BOX

下足入

ｱｺﾃﾞｨｵﾝｶｰﾃﾝ

床下点検口

ｶｳﾝﾀｰ

洗濯ﾊﾟﾝ

洗濯ﾊﾟﾝ

20
0

冷

室外機置場

200

室外機置場室外機置場

アルミ笠木

洋服入

手摺付ｱﾙﾐ笠木
バルコニー

バルコニー

ﾛｰﾙﾌﾞﾗｲﾄﾞ

洋服入 洋服入

RD:SUS製

RD:SUS製

RD:SUS製

手摺付ｱﾙﾐ笠木

RD:SUS製

RD:SUS製

バルコニー

避難ﾊｼｺﾞ

手摺付ｱﾙﾐ笠木

ｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰ48Φ

ｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰ48Φ

天井裏:防火上主要な間仕切

天井裏:防火上主要な間仕切

防火上主要な間仕切

防火上主要な間仕切

防火上主要な間仕切 防火上主要な間仕切

物入

雪止め

雪止め

雪止め

雪止め

雪止め

雪止め 雪止め

雪止め

令 和　　年　　月 調 製

図面番号縮　尺

年　度

路 線 名

河 川 名

工事名

名　称

図　面
現況１階・２階平面図

寮室１

寮室４
寮室２ 寮室３

物入

A

GH

IJ

K

E D B

F

6

15

12345

14 13

11

12

10

9

8

外流し　W=600
不凍水栓柱　H=1,200

T

T

T

L

4,700

2,
60

0

7

記号 枡名称

12

15

14

13

11

10

9

8

7

6

5

4

3

2

1

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

桝リスト

汚水桝

トラップ桝

汚水桝

トラップ桝

枡寸法

φ400

〃

φ500

φ500

φ500

φ400

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

記号 枡名称

A

B

C

D

E

F

G

H

I

J

K

L

浸透桝

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

枡寸法

φ400

φ500

φ500

φ400

φ400

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

備考

格子蓋

コン蓋

格子蓋

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

備考

防臭蓋

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

トラップ枡詳細図 浸透桝詳細図

10
0

20
0

15
0

30

砂敷

砕石敷

捨てコンクリート

50
0

56
0～ φ400・φ500

防臭蓋

20
0

10
0

50
0～

φ400・φ500

コンクリート蓋・格子蓋

砂敷

砕石敷

令 和 ４ 年 度

姿見山送水ポンプ室築造工事

秩父広域市町村圏組合水道局

図示

A1:1/20 A3:1/40 A1:1/20 A3:1/40

屋根伏図　A1:1/100 A3:1/200

1階平面図　A1:1/100 A3:1/200 ２階平面図　A1:1/100 A3:1/200

Ａ'-07 ／ 35



Ｄ

会議室１ 会議室２ 会議室３男子便所 女子便所洗面脱衣室

廊下バルコニー バルコニー

男子便所ホール食堂台所

廊下
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外壁 高強度セメント中空押出成形材t=22

タイル張（乾式工法）
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令 和　　年　　月 調 製

図面番号縮　尺

年　度

路 線 名

河 川 名

工事名

名　称

図　面
現況立面図・現況断面図

寮室２ 寮室３ 寮室４ 寮室１

200角磁器タイル張

令 和 ４ 年 度

姿見山送水ポンプ室築造工事

秩父広域市町村圏組合水道局

北立面図

南立面図 東立面図

西立面図

Ａ-Ａ'断面図 Ｂ-Ｂ'断面図

A1:1/100
A3:1/200

Ａ'-08 ／ 35



令 和　　年　　月 調 製

図面番号縮　尺

年　度

路 線 名

河 川 名

工事名

名　称

図　面
矩計図

令 和 ４ 年 度

姿見山送水ポンプ室築造工事

秩父広域市町村圏組合水道局

A1:1/20
A3:1/40

矩
計

図

Ａ'-09 ／ 35



令 和　　年　　月 調 製

図面番号縮　尺

年　度

路 線 名

河 川 名

工事名

名　称

図　面
断面詳細図（１）

令 和 ４ 年 度

姿見山送水ポンプ室築造工事

Ａ'-10 ／ 35
A1:1/20
A3:1/40

秩父広域市町村圏組合水道局



令 和　　年　　月 調 製

図面番号縮　尺

年　度

路 線 名

河 川 名

工事名

名　称

図　面
断面詳細図（２）

寮室２　断面詳細図 寮室４　断面詳細図

令 和 ４ 年 度

姿見山送水ポンプ室築造工事

Ａ'-11 ／ 35
A1:1/20
A3:1/40

秩父広域市町村圏組合水道局



A3:1/10･1/20･1/40

令 和　　年　　月 調 製

図面番号縮　尺

年　度

路 線 名

河 川 名

工事名

名　称

図　面
各部詳細図

タイルカーペットｔ＝6.5

（開口部から１枚分を
一時撤去）

（開口部から１枚分を

タイルカーペットｔ＝6.5

寸法調整のうえ再使用）

令 和 ４ 年 度

姿見山送水ポンプ室築造工事

Ａ'-12 ／ 35

秩父広域市町村圏組合水道局

A1:1/5･1/10･1/20



令 和　　年　　月 調 製

図面番号縮　尺

年　度

路 線 名

河 川 名

工事名

名　称

図　面

仮泊室２・３床組詳細 ユニットバス出入口詳細 室外機置場詳細浴室防水詳細

ロールブラインドＢＯＸ詳細 配管立上り詳細 談話コーナー格子詳細 玄関式台詳細

消火器ＢＯＸ詳細 流し台水切プレート詳細 カーテンＢＯＸ１詳細 カーテンＢＯＸ３詳細カーテンＢＯＸ２詳細

雑詳細図

令 和 ４ 年 度

姿見山送水ポンプ室築造工事

Ａ'-13 ／ 35

秩父広域市町村圏組合水道局

図示

A1:1/10　A3:1/20 A1:1/5　A3:1/10 A1:1/5　A3:1/10 A1:1/5　A3:1/10 A1:1/5　A3:1/10

A1:1/10　A3:1/20A1:1/20　A3:1/40A1:1/20　A3:1/40A1:1/5　A3:1/10

A1:1/20　A3:1/40 A1:1/10　A3:1/20 A1:1/10　A3:1/20 A1:1/10　A3:1/20



令 和　　年　　月 調 製

図面番号縮　尺

年　度

路 線 名

河 川 名

工事名

名　称

図　面
階段平面詳細図

令 和 ４ 年 度

姿見山送水ポンプ室築造工事

Ａ'-14 ／ 35

秩父広域市町村圏組合水道局

A1:1/30
A3:1/60



令 和　　年　　月 調 製

図面番号縮　尺

年　度

路 線 名

河 川 名

工事名

名　称

図　面
階段断面詳細図

令 和 ４ 年 度

姿見山送水ポンプ室築造工事

Ａ'-15 ／ 35

秩父広域市町村圏組合水道局

A1:1/20
A3:1/40



秩父広域市町村圏組合  水道局  工務課

令 和　　年　　月 調 製

図面番号縮　尺

年　度

路 線 名

河 川 名

工事名

名　称

図　面
１階平面詳細図

令 和 ４ 年 度

姿見山送水ポンプ室築造工事

Ａ'-16 ／ 35
A3:1/100
A1:1/ 50



令 和　　年　　月 調 製

図面番号縮　尺

年　度

路 線 名

河 川 名

工事名

名　称

図　面
２階平面詳細図

２階平面詳細図

令 和 ４ 年 度

姿見山送水ポンプ室築造工事

Ａ'-17 ／ 35

秩父広域市町村圏組合水道局

A1:1/ 50
A3:1/100


